
 

 

 

 

 

 

 

 

ロータリー特別月間 ４月 ： 環境   ５月： 青少年奉仕   月間 
 

４月 1０日・１４日  例会から 

『2024‐25年度 2820地区研修・協議会 』   
 
2024－25年度 第 2820地区研修協議会（DTA） 

高萩 RCをホストクラブに 開催される 

小谷松政紀会長 歓迎あいさつ 

 

波崎町や古河市をはじ

め県内全域からご出席い

ただきました会長エレク

ト、幹事、クラブリーダー

の皆様、心から歓迎のご挨

拶と御礼を申し上げます。  

そして、３大セミナーのす

べてに、ご支援とご指導を

賜りました、ガバナー大久

保博之様、地区ラーニングファシリテーター大野

治夫様、パストガバナー、諮問委員の皆様、改め

て厚く御礼申し上げます。 

大髙ガバナー年度に向けて、皆様のご期待に応

え、充実したラーニングの環境を整えることが、

ホストクラブの使命と存じ、実行委員会を立ち上

げ、第１分区会員のご支援をいただき準備してま

いりました。しかし、会場移動や会議環境など心

配な点もたくさんございます。ロータリーの友情

に免じてお許しいただき、充実した学習で英気を

養い、新年度に備えてくださいますようお祈りい

たします。 

高萩ロータリークラブといたしましては、１１

月 9日、第２８２０地区全会員の厚いご協力を賜

り、飛躍と発展の地区大会を実現いたしますこと

をお誓いし、歓迎のご挨拶といたします。 

７月１日に向けて、高萩 RC創立以来 

初めての大イベント  ３大セミナーを実施 

大髙司郎ガバナー就任に向けての学習事業 

大髙司郎ガバナー年度に向けて、３大セミナーを実施してき

たが、締めくくりとして、最大の地区研修・協議会が４月１４

日、日立市シビックセンターで開催された。 

次年度会長、幹事、各委員長等クラブのリーダーが参加し 

６００名を超える、大

きな協議会となった。 

４月１０日の例会

で、鈴木直登実行委

員長（左写真）が最

終確認を行った。 

１３日午後から会場

設営、万全の準備をし

た。エレクト事務所での

資料準備と、特に名

札、座席表、ごみ処理対応など細部にわたっての準備作業が、

直前まで進められた。会員諸氏の皆様に感謝である。 

翌１４日は陽春の好天に恵まれ、さくらまつりの余韻が残

る、日立市シビックセンターで開催された。 

当クラブからも研修会参加が１２名と多く、実行委員会の

態勢が手薄になるため、大会の受付には、日立ロータリークラブ

から 20 余名、駐車場の案内誘導に日立中央ロータリークラブ

から１０名の方の協力をいただき開催された。 

 

 

月  日 プ ロ グ ラ ム 担  当 ４ 月 10 日 出席報告 

４月１７日 観桜例会 親睦・家族委員会 会員数 出席者 欠席者 

４月２４日 休会  ２７ １８ ９ 

５月 １日 休会  出 席 率 ：   67 ％ 

６月 ８日 地区研修・協議会報告 次年度会長幹事委員長 前々週訂正 ： １００ ％ 
 
事 務 所 ： 〒318‐0033 高萩市本町２－６５ 

                      常陽銀行高萩支店内 
会    長 ： 小谷松  政紀 
幹    事 ： 平 野  浩司 

TEL/FAX ： 0293-24-0505 例    会 ： 第 1・２・３ 水曜日 12 :30～ 13 :30  

■URL   ： https://www.takahagirc.jp 

■E-Mail  ： takahagi-rotaryclub@h7.dion.ne.jp  

公共イメージ向上委員会：    小森勇一    石 平光 

石 君平  田所和雄、 今川 隆、 菱川健司、  滝 徳宗 

  
四つのテスト         1.真実かどうか 2.みんなに公平か 3.好意と友情を深めるか 4.みんなのためになるかどうか 

言行はこれに 

照らしてから 

TAKAHAGI 
ROTARY CLUB 

WEEKLY 
 
国際ロータリー第2820地区 

1970年 10月 30日設立 

発   行 

2024..4.17.   

第 54 巻 

第 32 号 

通   巻 

2545  号 
 

2023-24年度 

国際ロータリーのテーマ 



 

 

 

会場は、巨大な球体ドームが浮かぶ日立シビックセンター 

会場は日立シビックセンター 

 ホストクラブ実行委員会は午前７時集合。 

応援をいただく日立ロータリークラブ、日立中央ロータリークラ

ブは７時３０分より活動を開始。早朝の活動開始となり、会

場は開扉されず、実行委員会の皆さんは、資材搬入門より入

場。早速全体会場の、座席確認、ロビーでの受付準備を始め

て、参加者の来場を待った。 

 登録開始８時３０分だが、８時には、すでに参加者が正

門前の新都市広場に待機、開場を待っていた。 

 

全体会場 

 

上は全体会の本会議場。音楽ホールとして、オーケストラの演

奏会も行われる、広いステージと高い天井。看板と国旗、テー

マ旗、高萩ロータリークラブ旗がガ高いところに掲げられ、正面

はスクリーンである。. 

  はじめ壇上には、右手にパストガバナー諮問委員の席が配

置され、左手には、主催者側の座席として、大久保博之ガバ

ナー、大野治夫地区ラーニングファシリテーター、主宰者大髙

司郎ガバナーエレクト、瀬戸隆海ガバナーノミニ―、藤木章吉 

ガバナーノミニ―・デジグネートの席が配置された。 

 県下各クラブから、全体として６００余名のリーダー会員が

参集し、午前９時ちょうど、大髙司郎ガバナーエレクトの、点

鐘をもって、開会した。 

会議の司会進行は、当クラブから、滝徳宗 地区委員が担当

し、音響編集、パワーポイントや、スライドの構成は、秋山順弘

地区委員が担当した。 

プログラム 

２０２４－２５年度の各クラブのリーダーを集めて開かれ

た協議会は、９時から１６時２０分まで、本会議、部門別

分科会、ロータリーを学ぶ基調講演のプログラムである。 

 

午前の本会議の中核は、大髙司郎ガバナーエレクトによる 

「RI テーマと次年度地区方針の発表」である。（上写真） 

 3 大セミナーでは、地区チーム、地区組織のリーダーとなる地

区委員層に対する説明と学習、次年度会長の学習をすでに

実施、本会議は、各クラブの委員長等、リーダー会員の学習

である。 

 続いて、１１時２０分から行われた分科会は、６分科会に

分かれ、担当領域の知識と理解を深める学習である。  

その際、第１グループ分科会、会長・幹事エレクトの分科

会では、次年度予算案の提案があり全会一致で議決された。

この決定は恒例の決議事案で、予算の決定が行われる。 

 この時点での、前年度予算は現在執行中であり、７月以降

に決算承認の審議が行われる。 

   

基調講演は 「My ROTARY」] 

午後１時５０分からは，2014－15年度 2６８０地区ガ

バナー、地域は兵庫県域である。（現在はロータリーコーディネ

ーター（第３地域、西日本四国九州）の瀧澤功治 様の

講演である。（写真は、次ページ上段） 

瀧澤コーディネーターは、２０２５年規定審議会代表議員

世話人代表をされており、国際ロータリーの規定審議会に関し

て、特に精通している方である。 

 １３日神戸から茨城空港においでいただき，鈴木淑登会

員、江尻寛会員が、ロータリー広報車で出迎えた。 

 １４日は閉会まで、参加していただき、鈴木会員と平野浩

司幹事が、空港までお見送りした。瀧澤様は、マイロータリーと

親しみ深いテーマで講演してくださった。 



 

 

 

 テーマに従って、 

① 自分とロータリーとのかかわり， 

② ロータリーは変わったか、 

③ ロータリーは変わるのか、 

④ 変わらないロータリー、 

⑤ ロータリーとどう向き合っていくか 

⑥ ロータリーを楽しもう 

と、４０年にわたるロータリアンとしての歩みを振り返り、 

外国のロータリーとも比べながら、総合的に核心に迫る話をし

てくださった。 

  世界のロータリアンの多様な活動と方向が感じられ、大変

興味深い話であった。 

こうして、ロータリーの運動を次の時代につないでゆく理念と

して、先人が築いてきた、実践すべきこととして、四つのテストの

実践を強調し、２００７年に採択された中核的価値観、奉

仕、親睦、多様性、高潔性、リーダーシップ を提起して、講

演をまとめたのは、大変示唆に富むものであった。. 

 

３大セミナーは成功裏に終了 

１６時２０分、全日程を終了し、今川隆次年度ホストク

ラブ会長が閉会を宣言。大髙司郎ガバナーエレクトが点鐘し、

３大セミナーは終了した。 

 ２０２２年２月号「月信」で大髙司郎会員のガバナーノミ

ニ―・デジグネート就任が公表され、クラブでは、２月１６日

の例会で「クラブ協議会 ２４‐２５年度ガバナー支援準備

会について」 とプログラムを開催した。それ以来、２年２か月

が経過し、高萩ロータリークラブは、ホストクラブとしての責務を

遂行するために、努力を重ねてきた。 

 その結果、３大セミナーは無事終了し、天候にも恵まれ、成

功裏に終了したと総括評価できるのではないかとみられる。 

 大変おめでたいことではあるが、次の１年間を推進するため

に、どんな点を評価し、どんな課題があるのか検討して、明日に

備えたいものである。 

７月１日、スタートまで、７４日となった。 

祝 ２０２０年度米山記念奨学会奨学生 

周  培（しゅう ばい）さん 

茨城大学大学院 博士課程 卒業 

博士 学位授与される  

 ２０２０－２１年度田所年度に、米山記念奨学会の奨

学生として、高萩ロータリークラブが世話クラブとして、１年間お

世話した 周 培 さんが、今春３月 茨城大学大学院博士

課程を修了し卒業した。そして めでたく 博士の学位を授与

された。専攻は、理工学研究科社会インフラシステム科である。 

具体的には、衛星画像の解析を研究した。 

周さんは、中国の河南省出身。２０１６年に中国の大学を

卒業し、日本の大学に留学するため来日。 

子どものころから日本のアニメが好きであこがれていたとのこと。

１年間は日本語を学び、はじめは研究生として、２０１９年

に、茨城大学大学院の修士課程に入学した。そして、この３

月、卒業した。 

 これからどのような進路を選択されるか、報告を受けていない

が、卒業を祝福し、米山学友として、世界に羽ばたいていただ

きたいと、祈念している次第である。 

 

 

【幹事報告】 

1.第４回第一分区会長幹事会のお知らせ 

2.周培さんより博士号取得のお知らせ 

 

【ニコニコ BOX】 

 

大髙司郎さん：4 月 14 日は DTA です。皆さまの

ご協力よろしくお願い致します。 

 

石君平さん：三大セミナーの最後の DTA です。

全員で頑張りましょう 

 

小森勇一さん：高萩市の人口 25979 名(市報 4 月

号)ときいて、おどろきました。 

 

鈴木直登さん：土日は皆さんにご協力いただきま

す。よろしくお願いいたします。 

 

石平光さん：雨上がりの 10 日は真に日本晴れ。

すがすがしい天気です。家にいるのはもったいな

い。遠出したいですね。 

 

大平敏明さん：週末の DTA の準備と開催とよろ

しく御協力お願いします。 

 

和田昌也さん：桜満開。 



 

 

 

滝義昭さん：花見最高ですね。 

 

 

小谷松政紀さん、平野浩司さん、江尻寛さん、 

鈴木国男さん、鈴木啓志さん、大河原浩さん 

菱川健司さん、今川隆さん、滝徳宗さん、 

秋山順弘さん、滝義昭さん 

 

 

本日計   １２，０００円 

 累計  ５７８，０００円 

 

【ロータリー財団】 

本日計        ０円 

累計   ５０１，９７０円 

 

【ポリオプラス】 

本日計        ０円 

累計    ９０，８６０円 

 

米山記念奨学会】 

本日計   ５０，０００円 

累計   ４２６，０００円 

 

 

【メークアップ】 

４月 ５日 タイインバウンド歓迎会 

大髙司郎さん 

４月 ７日 PETS 補講 

大髙司郎さん、大河原浩さん 

 

【お客様】 

ガバナーエレクト事務所  千葉栄子 様 

 

４月１３日（土） メークアップ 

地区研修・協議会 事前の準備 

鈴木 国男 さん 

小谷松政紀 さん 

江尻寛さん 

小森勇一さん 

大髙司郎さん 

石君平さん 

田所和雄さん 

石平光さん 

鈴木直登さん 

大河原浩さん 

今川隆さん 

大平敏明さん 

和田昌也さん 

滝徳宗さん 

滝義昭さん 

秋山順弘さん 

鈴木淑登さん 

 

事務局 高橋美代子さん 

 

４月１４日（日） 地区研修・協議会。例会対応 

      出席    ２０名   

      欠席     ７名 

      事務局   高橋美代子さん 参加 


